
第３章「現代の民主政治と社会」（Ｐ６３～１０４）

基 本 的 な 学 習 内 容 ①

３年 氏名（ ）

【現代の民主政治 ①】 （教科書Ｐ６４～６９）

① 社会の中での対立や争いを解消し、解決に導 ①

くことをまとめて何というか。

② ①のために、みんなで話し合い、決定してい ②

くという考え方を何というか。

③ ②の方法の１つとして、全員が直接話 ③

し合いに参加して決定するやり方を何

というか。

④ ③とは異なり、代表者を選挙で決め、 ④

その代表者でものごとを決定するやり

方を何というか。

⑤ 話し合っても意見が一致しない場合は多 ⑤
の原理

数の意見を採用する。これを何というか。

⑥ ⑤で決定する際に気をつけなければならないことは何か。簡潔に述べなさい。

⑦ ④の決定方法の中で、実現したい理念や方針 ⑦

について同じ考えをもつ人々でつくられた団

体が必要となる。この団体は何か。

解 答

政 治

民主主義

直接民主制

多 数 決

間接民主制（代議制）

政 党

例 対立した意見が僅差であった場合には、

少数意見も尊重することが必要である。



⑧ ⑦の団体を中心にして行われる政治を、特に ⑧

何というか。

⑨ ⑦の中でも、内閣を組織して政権をになうも ⑨

のを何というか。

⑩ ⑨が複数の団体で組織されている政権を、何 ⑩

というか。

⑪ ⑦の中で、⑨と異なり、政権をになっていな ⑪

いものをまとめて何というか。

⑫ 最近の選挙では、政権を担当した場合に実施 ⑫

する政策や目標などを明記したものを発表す

ることが多い。これを何というか。
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野 党


